
第５学年 社会科学習指導案 
福岡市立  小学校      

１ 小単元名 「私たちの生活と自動車工業」（１３時間） 
２ 小単元の考え方 

1) 児童観 
関心・意欲・態度 

 子ども達は，前単元「私たちのくらしと食糧生産」の学習で，米作りや漁業に従事する人々の工夫や努力に

ついて，インターネットで生産地が発信する情報を集めたりするなどの活動を通して意欲的に調べていた。 
 また，学年の児童に地図活用についてのアンケートを行った結果，地図を使った学習が好きであると答えた

児童は  ％にのぼり，地図に対する関心や意欲の高さがうかがえる。 
資料活用・表現の観点から 

 アンケート結果から，地図や地図帳や使って読み取る学習していると答えた児童が  ％をしめ，読図の意

識は高いように思われる。しかし，描図や作図といった作業的な活動については，「あまり行っていない」「ほ

とんど行っていない」という児童  ％をしめ，地図にかき込むなどの作業をあまりしていない，と思ってい

る児童が多いことが分かった。 
知識・理解，社会的な見方・考え方 

 食料生産については様々な人々の工夫や努力があること，鮮度を保ちながら生産物を早く消費地へ届けるた

めに運輸などの働きが大切であることを理解している。また，農産物や水産物は国民の食料を確保する重要な

役割を果たしていることや，自然環境と深いかかわりをもって営まれていることを考えることができている。 
2) 教材観 

学習指導要領第５学年の内容(３)から 

 我が国の工業生産について，次のことを調査したり地図や地

球儀，資料などを活用したりして調べ，それらは国民生活を支

える重要な役割を果たしていることを考えるようにする。 

ア 様々な工業製品が国民生活を支えていること 

イ 我が国の各種の工業生産や工業地域の分布など 

ウ 工業生産に従事している人々の工夫や努力，工業生産を支

える貿易や運輸などの働き 

 本単元ではウの内容が中心となる。特に次の点に着目する。 

「工業生産を支える貿易や運輸などの働き」を調べるとは，原

材料の確保や製品の販売などに見られる貿易や運輸などの働

きを取り上げ，貿易や運輸などが工業生産を支える大切な働き

をしているることについて具体的に調べることである。 

学習指導要領第５学年の内容(３)－ウ「内容の取扱い」から 

 内容(3)のウにかかわって，価格や費用，交通網について取

り扱うものとする。… 価格や費用については，原材料の確保

や…輸送のための費用がかかること…などを取り上げること

が考えられる。交通網については，…例えば，陸上運輸につい

て主な高速道路網や鉄道網の資料を，海上運輸，航空運輸につ

いて主に航路の資料を，それぞれ活用しながら，工場で使用す

る原材料がどこの国や地域からどのように運ばれてくるか，ま

た，工場で生産した製品がどこの国や地域にどのように運ばれ

るのかについて，それぞれおよその輸送経路や輸送手段を調べ

る活動を取り入れることが考えられる。 

学習指導要領第５学年の目標(３)から 

 社会的事象を具体的に調査するとともに，地図や地球儀，統

計等の各種の基礎的資料を効果的に活用し，社会的事象の意味

について考える力，調べたことや考えたことを表現する力を育

てるようにする。 

 特に効果的に活用するとは，資料を次のように活用すること。 

・複数の資料を関連付けて読み取る。 

・必要な資料を収集したり選択したりする。 

・資料を整理したり再構成したりする。 

知識・理解，社会的な見方・考え方の観点から 

 本小単元では，「我が国の工業生産は，国

民生活を支える重要な役割を果たしている」

ことを考えさせるために，次のことを具体的

に調べることができる自動車工業を取り上

げて教材化した。 

・自動車の生産に必要な鋼鈑の原料となる鉄

鉱石が外国から船で運ばれ輸入されてい

ること 

・製造の過程に見られる生産の工夫や努力 

・我が国で生産された自動車が国内だけでな

く世界の様々な国や地域に輸出されてい

ること 

資料活用・表現の観点から 

本小単元では，費用や交通網について取り

扱う際，高速道路網や航路の資料を効果的に

活用し，運輸の働きについて考えさせること

ができると考える。 

資料を効果的に活用するとは，自動車の原

料や完成した自動車が道路や航路をどのよ

うにたどってどのような手段で運ばれてい

るか，地図にかき込むことである。かき込む

作業を行うことで，相手の地域や国との関係

について考えたり，日本の自動車工業は外国

との関係で成り立っていることについて考

えたりすることができる教材である。 

その際，自分に必要な情報を選択してかき

込んだり，かき込んだ情報と情報を関連付け

て読み取ったり，整理した考えを地図に再度

かき込み再構成したりすることができるよ

さがある。 
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3) 単元構想図 
大単元「わたしたちのくらしと工業生産」のねらい 
  我が国の工業生産は，国民生活を支える重要な役割を果たしていることを考えるようにする。 
 
 
 
   

小単元「私たちの生活と自動車工業」のねらい 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 指導構想 
研究内容① 描図や作図の効果的な位置付け 

 本小単元では，確かな考えをもつために，描図や作図の活動（学習問題②以降）を以下のように位置付ける。 
学習 
過程 

描図や作図の 
位置付け 

作図や描図の活動 
（どんな地図に・どのように・何のために） 

地 図 

つ
か
む
② 

 問いを発見

し，追究に主

体性をもたせ

るための作図

や描図する活

動 

○ 世界の白地図に原料国や輸出国を

かき込ませることで，輸送経路に関

心をもたせる。 
○ 世界の白地図に原料や自動車が運

ばれるルート，手段を予想させ，疑

問点から学習課題②をつかませる。 

 

さ
ぐ
る
② 

 追究の視点

に 沿 い な が

ら，追究に具

体性をもたせ

るための作図

や描図する活

動 

○ 世界の白地図を使い，日本との距

離，空港や港と工場の立地，かかる

費用，日数などを考えながら輸送経

路や輸送手段をかき込ませること

で，原料の鉄鉱石や完成した自動車

を大量に輸送するための効率的な航

路を理解させる。 

 

ま
と
め
る
② 

 付加・修正

を行い，自分

の考えに実感

をもたせるた

めの作図や描

図する活動 

○ 世界の白地図を使い，「原料からお

客さんに届くまで」という主題図に

まとめる。 

「原料からお客さんにとどくまで」 

 日産九州工場の自動車は，原料から
車になってお客さんのところに届く
まで，どのように運ばれるのだろう。 

ア 国民生活と

工業製品との

かかわり 

○ くらしの中の

工業製品調査 

・くらしと工業

製品のかかわ

り 

・各産業と工業

製品のかかわ

り 

イ わが国の工業生

産の現状や特色 

○ わが国で生産され

ている工業製品の主

な種類と生産額 

→機械工業が盛ん 

【重化学工業】 

機械・金属・科学 

【軽工業】食品・繊維 

○ 主な工業地域の

分布と立地 

【分布】太平洋ベルト等 

【立地】人工・海に隣接 

   交通の便等 

○ 日本の中小工業 

 →９９．３％ 

ウ 工業生産に従事している人々の工夫や努力，工業生産

を支える貿易や運輸などの働き 

○工業生産に従事している

人々の工夫や努力 
・組み立て工程 
・流れ作業と分業 
・ロボット 
・関連会社とのつながり 
・新しい技術の開発 

・環境保全への取り組み 

○わが国の貿易の特色 
・輸入額と輸出額 

・輸入先と運輸 

・輸出先と運輸 

・貿易摩擦 

・これからの貿易のあ

り方 

○ 消費者の多様な需要にこたえ，環境に配慮しながら優
れた製品を生産するために様々な工夫や努力をしている
ことを調べることができる。 

○ 貿易や運輸が工業生産を支える大切な働きをしているこ

とについて調べることができる。 
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研究内容② 作図や描図の活用の工夫 

「作図の作り方」に沿った，鉄鉱石輸入国と輸入航路の作図 
 １ 目的を明確にする。 

・どの国からどの国を通ってどのような航路で鉄鉱石を運んでいるのかを表すため。 
 ２ 必要情報をかき込む。 
  ・３つの国名(ブラジル，オーストラリア，インド)と鉄鉱石が採れる場所（位置） 
  ・条件(通りにくい場所，船が進む１日あたりの費用) 
 ３ 統計資料をもとに，必要な事実をかき込む。 
  ①凡例を決め，かき込む。（シール１個…1000 万トン） 
  ②４つの国からの輸入量をシールの数で表す。 
 ４ 地図や資料から読み取れる特徴，その原因を考え，地図の周囲にかき込む。 
  ・オーストラリアは，日本に近く，通りやすいので，たくさんの鉄鉱石を輸入できる。 
  ・ブラジルは日本から最も遠く，輸入にお金と時間がかかるけど，原料が安いから２番目に多く輸入している。 
  ・どの国の近くを通っているか（国名）と数，実際の航路（実線でかく）。 

・マラッカ海峡は海賊が出て危ないけど，日本の自衛隊が守っているから，インドからも輸入できている。 
・台風が発生した場合は安全に気をつけて別の航路を通る。 

 ５ 題名をかく。「鉄鉱石輸入国と輸入航路」 
 
４ 小単元の目標 

○ 自動車の原料から生産，販売までの流れを意欲的に調べることができるとともに，必要な事実を地図から

かき出したり，調べたことを地図に表したりする等の作業を積極的に行うことができる。(関心意欲態度) 
○ 自動車を効率よく生産するための工夫や努力から，関連工場の役割や海外輸出を行う理由について作図や

描図を行って考えることができる。（思考判断） 
○ 資料から分かる事実を根拠に，自分の考えを地図に表すことができる。(資料活用，表現) 
○ 自動車の原料から生産，販売までの一連の流れを理解し，自動車工業の特色や課題を理解することができ

る。（知識理解） 
 

５ 指導計画（全１３時間） 

段階 配時 学習活動と内容 指導上の留意点 
(●作図，描図に関する支援) 

つ
か
む
① 

１ 
 
 
 
 
 
 
１ 

１  自動車について知っていることを出し合い，興

味・関心をもつ。 
 ・自分の家の車について 
 ・国民一人当たりの自動車保有台数について 
 ・知っている部品の名前を出し合う。 
 ・教師の車を観察し，部品の数を数える。 
 ・1 台 30000 個という部品の数を知る。 
２ 学習問題①をつくる。 

(1) ○○自動車○○工場で作られている自動車に

ついて調べる。 
・地図帳で○○工場(○○町)の位置と方位を調べ

る。（敷地 236 万㎡-サッカーグランド 331 面） 
・○○工場での生産台数と部品の数の関係から 1

日に扱う部品の数を計算する。 
 1 年間  万台の生産能力 
 1 日最大   台(H22.10 月…   台) 
    台×   部品=     部品(1 日) 
従業員    名 

(2)  九州工場の配置図とその周辺地図から学習問

題をつくる。 
・九州工場の配置図から，1 日約 千 百万の部品を

どのように作って組み立てるのか予想する。 
学習問題① 

 

 

○ 教師の車の中やボンネットの中の部

品の数を数え予想させることで，実際の

3 万個の部品と予想とのギャップからど

のように自動車が作られるのか疑問を

もたせる。 

 
 
● ○○の白地図に○○自動車○○工場

の位置をかき込ませる。 
○ 1日に約 千 百万の部品を○○工場

で扱っていることを計算させ，その多さ

と，働いている人の人数   名を比べ

ることで，どのように生産しているのか

疑問をもたせる。 
● 工場の配置図に，建物の役割をかき込

む作業を通して，作業行程の概要を把握

させ，たくさんの部品をどこで組み立て

ているか考えさせる。 
○  千 百万の部品がどこでどのよう

に作られ，使われているのかを予想させ

ることで，働く人の工夫など工場の工夫

に目を向けさせる。 
  ○○自動車○○工場では，どのようにして自動車を作っているのだろう。 
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さ
ぐ
る
① 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 
① 
 
① 
 
 
① 
 

３ 学習問題の答えについて予想し，追究課題を明

らかにする。 
【自動車を組み立てる○○工場の仕組み】 
 ・作る人が協力をしているのではないか。 
・ロボットが手伝っているのではないか。 

 ・組み立てる仕組みに工夫があるのではないか。 
【関連工場の役割】 
 ・小さな部品や大きな部品は別の工場で作ってい

るのではないか。 
４ 学習問題①について追究する。 

(1)  作業工程について調べる。 
・プレス→溶接→塗装→組み立て→検査 
(2)  調べたことを工場地図にまとめる。 
・各作業工程の写真と説明書きを工場地図に貼り

付けてまとめること。 
(3)  関連工場との関係について調べる。 
・関連工場との関係を図にまとめる。 

 
 
○ 生産ラインの写真をばらばらに提示

し，自動車が組み立てられる順番を考え

させることで，機械や人の働き，作業工

程等に追究の課題をもたせる。 
● 周辺地図や写真地図をインターネッ

トで拡大，縮小しながら鳥瞰させること

で，近隣の工場が関連しているのではな

いかという予想を立てさせる。 
○ 作業工程ごとの写真に説明書きを加

えさせる。 
● ○○○○工場周辺の白地図に関連工

場の位置をポイントさせ，連携のよさを

予想させる。 
 
 

ま
と
め
る
① 

２ 
課外 
＋① 
① 

５  ○○○○○製鉄所と○○自動車○○工場を見学

し，学習問題の答えについて確かめる。 
(1)  工場見学を行い，学習問題の答えをまとめる。 
(2)  日産自動車九州工場での環境への取り組みに

ついて調べ，そのわけについて考える。 
・エコカーの開発（新しい技術の開発）に携わる

人の工夫や努力について 
・環境保全に努める工場の人の工夫について 

 
○ 学習問題の答えとそのわけについて，

調べてきたことと見学して分かったこ

とを総合してまとめさせる。 
○ 見学でもらったパンフレット等を活

用しながら，具体的に調べさせる。 

つ
か
む
② 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ 学習問題②をつくる。 
(1)  見学を想起し，原料国や自動車の輸出国につ

いて関心をもつ。 
・鉄鉱石，石炭の原物を見たり触ったりして原料がとれ

る場所について地図帳で調べる。 
・海外で使われている○○自動車の写真を見て世界

のどこに輸出されているか興味をもつ。 
(2)  学習問題②をつくる。 
・世界の地図に原料国や輸出国をかき込み，その

ルートや手段について課題をもつ。 
学習問題② 

 
○ 黒板上で，鉄鉱石と○○自動車工場，

海外で使われている写真の３点を線で

結び，それらがどのようにつながってい

るのか疑問をもたせる。 
● 世界の白地図に原料国や輸出先をか

き込ませることで，輸送経路には最短距

離があることと，輸送手段には，陸上輸

送（トラック・鉄道），海上輸送，航空

輸送があることに気付かせる。 

 ○○九州工場の自動車は，原料から車になってお客さんのところに届くまで，
どのように運ばれるのだろう。 
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さ
ぐ
る
② 

３ 
① 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 
本時 
① 
 

６ 地図を使って，学習問題②の答えについて考える。 
(1)  原料や自動車を輸送するためには日数や費用

がかかることを知り，輸送手段について考える。 
 ・船は安く済むが時間がかかる。 
 ・空輸すると速いが費用がかかる。 
 ・一度にたくさんの原料や自動車を専用船にの

せて運ぶのが効率的である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)  自分なりに輸送経路を考えて，世界の白地図

にかき込む。 
 ①自動車の原料がどのように運ばれてくるか予

想し調べる。 
 ②完成した自動車がどこの国や地域にどのよう

に運ばれるか予想し調べる。 

 
○ 鉄鉱石や自動車を運ぶ専用船の大き

さや運べる量を提示することで，一度に

たくさんの原料や自動車を運ぶには量

的にも費用的にも船が一番効率的であ

ることに気付かせる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 輸出入の航路や国内の高速道路輸送

の経路を地図にかき込ませることで，自動

車でつながる世界の広さを感じ，運輸の大

切さを実感させる。 

ま
と
め
る
② 

１ ７  学習問題の答えを白地図にまとめる。 
 ・「原料からお客さんに届くまで」という主題図に

まとめる。 

● 運輸の流れを一枚の地図（主題図）に

まとめさせることで，運輸の働きが自動

車工業を支える重要な役割を果たして

いることをとらえさせる。 
 
６ 本時 原料の鉄鉱石がどのように運ばれてくるか,地図にかいて調べる場面（11／13）   
                           平成22年10月 日( )  校時  ５年 組教室 

７ 本時目標 
 ○ 鉄鉱石を運ぶ輸送船の航路を地図にかき込み，輸送船が領海のルールを守りながら，費用や安全のこと

を考えた最適な航路を通っていることについて考えることができる。（思考・判断） 
 ○ どの国の近くを通って航行しているかに気付かせるために，輸送船の航路を地図を見ながら正確に写し

とることができる。（表現・技能） 
 
８ 本時学習の考え方 
 前時までに子ども達は，原料の輸入相手国や自動車の輸出先について調べ，その国や地域を地図帳で探した

り白地図にかき込んだりする中で，相手国との間を結ぶ「運輸の働き」について関心をもち，「○○○○工場

の自動車は，原料から車になってお客さんのところに届くまで，どのように運ばれるのだろう。」という学習

問題②をつかんでいる。そして，自動車の原料である鉄鉱石が，オーストラリア，ブラジル，インドの３カ国

からどのように運ばれてくるか，航路を予想し地図にかき込んでいる。 
 本時では，鉄鉱石を運ぶ輸送船の航路を地図にかき込み，輸送船が領海のルールを守りながら，費用や安全

のことを考えた最適な航路を通っていることについて考えることをねらいとしている。 
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 鉄鉱石の輸送船が航行中に気をつけていることは次の７点である。 
（※この内，航路を地図にかき込むことで，気付いたり気付くきっかけになる項目を太字で表している。） 
費用面 ・できるだけ最短コースを通るようにしている。（燃料費の節約） 
    ・インドで油を満タンにせず，途中安価なシンガポールで積極的に給油を行っている。 
国際  ・多くの国の領海を通るので，決まった航路を通るようにする。 
ルール ・領海内の客船や漁船等にぶつかったりしないように，領海内では特に注意して運転する。 
安全面 ・気象情報を常に入手し，台風や低気圧を避けて慎重に航行する。船員や船体の安全を最優先する。 
    ・海峡や浅瀬では，安全に航行できるように，灯台や目印のブイの整備が行われるように日本も寄付

をしている。また，船長は徐行するなど細心の注意を払って航行している。 
    ・マラッカ海峡では度々海賊が出るので，日本からは海上保安庁の巡視艇が警備に来ている。また，

近隣国からも見張りの船が来ており，他国と協力をして安全を守っている。 
 これらのことに気付き，運輸の働きや外国との結びつきについて考えを確かにすることができるように以下

のような仮説を設定し手立てを行う。 
 
授業仮説 
 運輸の働きを考えさせる学習において，白地図に鉄鉱石を運ぶ航路をかき込ませる活動を仕組んだり，国と

国（点）を航路（線）で結ぶことで外国との関係（面）について考えることができるような地図のかかせ方や

指示，発問の仕方を工夫したりすれば，子ども達は，運輸の働きやわが国と外国との結びつきについて考えを

確かにすることができるであろう。 
 
○ まず，前時に予想した３カ国からの航路とそのわけについて話し合う活動を仕組む。その際，拡大した世

界地図に発表した航路とその根拠をかき込み，その地図を見ながら話し合いが進められるようにする。 
 
○ 船は「公海」と「領海」を通ることを教え，特に領海を通るときに気をつけなければならないことについ

て考えさせる。 
 
○ 正解の航路を地図にかき写す作業を行う。その際，①いくつの国の近くを通って気をつけながら航行して

いるか，②自分の予想との違いはどうだったか，の２点について確かめながらかき写させる。この時，地図

を横並びに見ながらかき写せない児童がいるときは，地図を重ね透かしてなぞらせる。 
 
○ 作図をして「分かったこと・思ったこと」と「他に気が付いたこと」に分けて発表させる。「分かったこ

と・思ったこと」については，何カ国の近くを通っていたか，その結果と思ったことを，「他に気が付いた

こと」については，立ち寄っている港があることや違う航路があることを発表させる。その際，なぜ，立ち

寄りの港や別航路があるのかについても考えさせる。 
 
○ 資料「○○製鉄所出荷物流グループの○○さんの話」を読み，今までの疑問点が解決したことや分かった

こと，運輸の仕事について思ったことについて書きまとめ発表させる。発表させる際には，発表の内容とそ

の位置が一致するように，地図を指しながら発表させるようにする。 
 
○ 本時のまとめを行う。 
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９ 本時の展開 
配時 学習活動と内容 評価規準 描図・作図の留意点(指示・発問) 

８ 
① 
 
 
⑦ 
 
 
 
 
19 
③ 
 
 
⑩ 
 
 
⑥ 
 
 
 
15 
 
② 
⑦ 
 
 
⑥ 
3 

１ 本時学習のめあてを確かめ予想について話し合う。 
(1)  めあてを確かめる。 
 

 
(2)  航路の予想について話し合う。 
 ・パナマ運河は通航料が高くても，遠回りするよ

り燃料費が安くつく。 
 ・マラッカ海峡は狭くて海賊も出るので，安全を

考えて遠回りする。 
２ 実際の航路について作図をする。 

(1)  公海と領海について知り，領海を通るときに

気をつけなければならないことについて考える。 
 ・領海内では他船の迷惑にならないよう運転する。 
(2)  実際の航路について地図にかき込む。 
 ・いくつの国の近くを通って進んでいるかな。 
 ・ぼくが予想のした航路とは違うな。 
(3)  航路かき込んだ結果をもとに話し合う。 
 ・インドからは９つの国の近くを通っている。船

長さんは注意をしながら運転しているはずだ。 
 ・立ち寄っている港や別の航路があるのはなぜかな。 

３ 資料「○○製鉄所出荷物流グループ，○○さんの

話」を読み，これまでの疑問点について解決する。 
(1)  資料を読んで必要な情報に線を引く。 
(2)  解決したことを地図にかき込む。 
 ・分かったこと，解決したこと 
・運輸の仕事について思ったこと 

(3)  調べたことについて発表する。 
４ 本時学習をまとめる。 
 鉄鉱石を運ぶ運搬船は，安全に十分気をつけながら

できるだけ費用をかけずに鉄鉱石を運ぶように努力

している。 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※どの国の近くを

通って航行するの

か，作図の目的を

はっきりともって航

路を丁寧に写して

いる。 
※作図結果から分

かったことや疑問

に思ったことを発

表している。 
 
※かき込んだ航路

や資料から分かっ

たことを地図にかき

込みまとめている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○発  国の近くを通るときどんな

ことに気をつけなければい

けませんか。 

○指  いくつの国の近くを通って

いますか。実際の航路をか

き込んで確かめましょう。 

○発  通る国や数を調べてどん

なことが分かりましたか。 

○発  航路をかいてみて新しく気

づいたことはありませんか。 

 

 

 

 

 

 

○発  なぜ，危険な海峡を通った

り，遠回りをしたりするので

すか。調べたことを発表して

ください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○○自動車の原料となる鉄鉱石は，○○まで
どのように運ばれてくるのだろう。 
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